


　昭和 52 年未までに本症の 17 例が Mustard 法による修復手術を受け(Ⅰ群 5

例,Ⅱ群 9例.Ⅲ群 3例),11 例は手術死亡し,6 例退院したが,うち 1例(Ⅰ群)は

buffle による SVC 狭窄が強く,術後 6 ヵ月目,かぜひきに際して急死した。な

お現在生存の 5 例中 4 例は県立尼崎病院(城谷ら),1 例は兵庫県立こども病院

(小川ら)で手術を受けている。


